
 ①年齢：申込時原則45歳未満の者，免許：普通自動車免許（AT限定可）

 ②農業経営者を目指す強い意志がある者

 ③研修後に三次市内で就農することが可能な者

 3名程度　①農業体験（3日程度）　②書類審査　③面談を実施します。

 アスパラガス，ぶどう，ほうれんそう

 ①営農基礎研修（農業の基礎的な知識習得）

 ②営農実践研修（農場及び市内先進農家での栽培技術習得）

 ③模擬経営研修（模擬経営農場での模擬経営）

 ④就農準備研修（就農地や住居の確保、就農圃場整備、機械・設備の確保等）

 令和8年4月1日から令和10年3月31日まで（2年間）

 三次市廻神町及び三次市内の農家

 研修時間は原則として午前8時から午後5時まで

 休日は原則週休2日

 単身用　2室まで（寮費・水道光熱費無料）

 1次募集：令和7年9月末　

 2次募集：令和7年11月末　 ※定員になり次第終了します。

 三次市新規就農者希望カード（別紙）を募集期間内に郵送・FAX・Eメール

 などでお申込みください。

 ＪＡひろしま　三次地域営農経済センター　営農販売課（担当：若光）

 〒729-6213　広島県三次市廻神町3370

 TEL：0824-66-3852，FAX：0824-66-3868

 e-mail：miyoshi-einouhanbai@jahiroshima.or.jp

 ①国の新規就農者育成総合対策事業（就農準備資金）の受給には，給付要件

　があります。

 ②就農後の農地，住居などについては斡旋します。

 ③就農を開始するには自己資金が必要となります。　※ご相談ください。

 　※就農相談から就農後の経営安定まで，一貫して三次市農業振興会議

　　新規就農推進チーム（三次市・ＪＡ・広島県）がサポートします。

 　※就農時には，機械導入等の認定新規就農者に対する三次市の支援事業が

　　活用できます。（要件等，詳細は確認が必要です）

そ の 他
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株式会社ＪＡアグリ三次 会社概要 

 

≪経営理念≫ 

一 ＪＡ自らが一粒の種をまき、育て、地域農業の未来に花を咲かせます 

一 未来ある就農者を育て、共に成長します 

一 人々が憧れ、人々が集う農場と会社を目指します 

 

１．会社概要 

管内の農家や集落、行政、ＪＡとの連携強化を目指し、「中山間地域で夢がもてる農業・農村」の創造

拠点としてＪＡ直営型農業法人を設立し、①担い手の着実な育成と地域への就農・定着、②業として成り

立つ農産物売上げ１，０００万円以上の経営モデルの確立、③農業経営の実践によるＪＡ事業の改革に取

組みます。 

 

（１）法人の名称  株式会社ＪＡアグリ三次 （代表取締役社長 佐々木 祥文） 

 

 （２）法人の所在地  三次市廻神町３３７０番地 ＪＡひろしま 三次地域営農経済センター内 

            （農場：三次市廻神町４５３－３番地） 

 

 （３）事業の種類  ①新規就農者等の研修 

            ②農産物の生産・加工・販売 

            ③農産物の貯蔵、運搬及び販売 

            ④農作業の委託及び受託 

 

 （４）資 本 金  ３，４２０万円（６８４株、内ＪＡ出資３，４００万円） 

 

 （５）体 制  ５名  ○常勤３名（常務、農場長、研修担当） ※臨時雇用 若干名 

○非常勤２名（社長、監査役） 
  
 

（６）経 営 面 積  圃場面積１１４．２ａ（１１，４２０㎡） 

(Ｒ７年度計画)  【研修農場：９６．２ａ】   

            （施設栽培） アスパラガス１８．６ａ、研修用野菜２．５ａ 

            （露地栽培） ナス１０.０ａ、ぶどう２．０ａ、研修用野菜・体験農場、３０．０ａ 

薬用作物６．０ａ 
             
            【模擬経営農場：１８ａ】  

             （施設栽培） アスパラガス１０．０ａ 

 

（７）事 業 費  ５，０００万円（研修農場３，４００万円、模擬経営農場１，６００万円） 

 

（８）活 用 事 業  新規就農者研修実践農場支援事業（三次市）、ひろしま農業創生事業（広島県） 
 

 （９）研 修 計 画  研修期間：２年 

募集人数：毎年２名程度 
            募集資格：申込時原則４５歳以下の者、研修後に三次市内で就農が可能な者 



２．株式会社ＪＡアグリ三次 全景 

 

    

３．新規就農者研修の概要 

 

≪研修生の心得≫ 

 一 背中に農産物を背負い、右手には夢を、左手にそろばんを持とう 

 一 農業を楽しみ、危機はチャンスと捉え、前向きな姿勢で取組もう 

 一 計画と目標を掲げ、日々一つ一つのプロセスを重んじて研修に専念しよう 

 

 

 

１年目 ２年目 ３年目

農 業 経 営 研 修 就 農 準 備 就 農 ・ 定 着

農業実践基礎研修 農 業 実 践 研 修

座学研修（月１～２回）

【場所】ＪＡひろしま

三次地域営農経済センター
ＪＡグループ各所

【内容】農業経営の基礎知識

技術基礎研修（月２０日）

【アスパラガス】

ＪＡアグリ三次で技術基礎研修
【ぶどう・ほうれんそう】

専門農家で技術基礎研修

①就農地、住居の確保

②就農地の整備

（ハウス、潅水施設の建設 等）
③就農計画の策定

新規就農者育成総合対策

（就農準備資金）年150万円

新規就農者育成総合対策

（経営開始資金）年150万円

技術研修（月２０日）

【アスパラガス】

ＪＡアグリ三次で実践研修
【ぶどう・ほうれんそう】

専門農家で実践研修
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